
3　戦時下の日独学徒交流と「日本精神」

    
戦
時
下
の
日
独
学
徒
交
流
と
「
日
本
精
神
」

　
　
　
　

―
精
神
的
提
携
論
と
原
理
的
日
本
主
義
の
あ
い
だ

―　
　
　

 

山
本
晶
子
　　

　
　
　
　

１　

は
じ
め
に

　

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
政
治
的
・
軍
事
的
に
接
近
し
て
い
っ
た
日
本
と
ナ
チ
・

ド
イ
ツ
は
、
同
時
期
に
並
行
し
て
文
化
面
で
の
協
力
関
係
の
緊
密
化
を
目
指
し
た（

1
（

。

こ
の
動
き
は
、
三
八
年
一
一
月
に
包
括
的
な
文
化
交
換
を
企
図
し
た
日
独
文
化
協
定

が
締
結
さ
れ
る
と
、
同
年
の
ナ
チ
党
に
よ
る
対
外
文
化
宣
伝
の
積
極
化
も
相
俟
っ
て

様
々
な
文
化
事
業
を
生
み
出
す
。
戦
時
下
の
日
独
間
で
展
開
さ
れ
た
各
種
文
化
事
業

の
な
か
で
も
、
明
治
維
新
期
以
来
の
歴
史
を
も
つ
学
術
交
換
事
業
は
極
め
て
重
要
視

さ
れ
た
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た（

2
（

。

　

日
独
文
化
協
定
締
結
後
の
両
国
間
の
学
術
交
換
事
業
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
二
〇
年
代
以
来
の
継
続
事
業
で
、
学
生
・
教
授

交
換
事
業
や
図
書
交
換
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
化
協
定
締
結
後
の
事
業
実
施
に
際

し
て
は
、
従
来
の
事
業
運
営
者
で
あ
る
日
独
文
化
協
会
、
国
際
文
化
振
興
会（

3
（

、
Ｏ

Ａ
Ｇ
な
ど
の
民
間
団
体
や
大
学
が
継
続
的
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
一

つ
は
、
文
化
協
定
締
結
後
に
新
た
に
計
画
・
実
施
さ
れ
た
学
徒
大
会
や
懸
賞
論
文

大
会
、
少
壮
教
授
交
換
事
業
等
の
新
規
事
業
で
あ
る（

4
（

。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
ド
イ

ツ
国
内
の
大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
を
統
制
す
る
ド
イ
ツ
学
生
指
導
部
（D

eutsche 

R
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）
が
ド
イ
ツ
側
の（

5
（

、
二
七
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
両
国
の

文
化
交
流
事
業
を
推
進
し
て
き
た
日
独
文
化
協
会
が
日
本
側
の
、
事
業
実
施
主
体
と

な
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
文
化
協
定
締
結
後
の
新
規
事
業
で
あ
る
学
徒
大
会
と
、

そ
の
付
随
事
業
で
あ
る
日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
を
、
主
な
検
証
対
象
と
す
る
。

　

日
本
国
内
で
開
催
さ
れ
た
日
独
学
徒
大
会
お
よ
び
青
年
学
徒
合
同
野
営
に
関
し
て

は
、
そ
の
活
動
実
態
や
言
説
に
関
す
る
考
察
が
未
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
。
Ｈ
・

Ｊ
・
ビ
ー
バ
ー
は
、
日
独
学
徒
大
会
に
参
加
し
た
ド
イ
ツ
人
学
徒
の
本
国
へ
の
報
告

書
に
基
づ
き
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
講
演
の
概
要
に
言
及
し
て
い
る
が（

6
（

、
日
本
語
史
料

を
用
い
た
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
。
葉
照
子
は
、
鹿
子
木
員
信
の
日
独
学
徒
大
会
で

の
言
説
に
着
目
し
、
鹿
子
木
の
日
本
主
義
的
思
想
宣
伝
に
よ
っ
て
、
支
配
者
に
対
す

る
忠
誠
心
や
犠
牲
的
精
神
の
政
治
的
有
用
性
を
ナ
チ
政
権
指
導
部
が
認
知
し
、
日
本

精
神
文
化
研
究
所
の
設
立
計
画
に
結
実
し
た
と
指
摘
し
た（

7
（

。
こ
う
し
た
鹿
子
木
個
人

の
思
想
宣
伝
を
踏
ま
え
る
と
、
次
な
る
論
点
と
し
て
、
鹿
子
木
ら
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が

声
高
に
提
唱
し
た
日
独
の
精
神
的
提
携
論
が
、
実
際
の
交
流
の
現
場
に
お
い
て
現
実

的
に
ど
れ
だ
け
意
味
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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日
独
の
精
神
的
提
携
論
が
日
本
国
内
で
果
た
し
た
機
能
に
関
し
て
は
、
近
年
様
々

な
分
野
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
田
野
大
輔
は
、
厚
生
運
動
を
通
じ
た
日
独
の

相
互
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
着
目
し
、
日
本
側
が
当
初
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
先
進
制
度
を

範
と
す
る
必
要
性
を
論
じ
つ
つ
も
、
厚
生
運
動
の
意
義
を
戦
時
下
で
要
請
さ
れ
る
精

神
主
義
や
教
化
主
義
に
収
斂
さ
せ
、
日
本
精
神
を
称
揚
す
る
論
法
に
組
み
替
え
て
い

く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た（

8
（

。
ま
た
清
水
雅
大
は
、
戦
局
が
悪
化
し
日
独
同
盟
の
政
策

的
・
戦
略
的
効
力
が
失
わ
れ
て
い
く
四
三
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
て
、
日
独
の
「
精

神
的
共
同
作
戦
」
が
諸
文
化
事
業
の
基
調
理
念
に
据
え
ら
れ
、
自
国
の
戦
争
目
的
に

向
け
て
消
費
さ
れ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る（

9
（

。

　

そ
れ
で
は
、
ま
だ
政
治
的
・
軍
事
的
に
両
国
の
更
な
る
緊
密
化
が
現
実
的
に
期
待

さ
れ
て
い
た
四
〇
年
か
ら
四
一
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
日
独
の
精
神
的

提
携
論
は
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
日
本
国
内
で

開
催
さ
れ
た
日
独
学
徒
大
会
と
日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
の
言
説
分
析
を
行
い
、
こ

の
時
期
に
精
神
的
提
携
論
が
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。
こ
う

し
た
検
証
は
、
交
流
し
て
い
た
学
徒
た
ち
（
大
学
生
や
若
手
研
究
者
）
が
身
を
置
い

て
い
た
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
言
説
空
間
の
「
歪
み
」
を
、
新
た
な
視
点
で
捉

え
直
す
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

　

三
〇
年
代
半
ば
、
日
本
国
内
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
帝
大
粛
清
運
動

の
旋
風
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
蓑
田
胸
喜
を
筆
頭
と
す
る
原
理
日
本
社
は
、「
国
体
」

を
破
壊
す
る
と
見
做
し
た
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
ら
を
瀧
川
事
件
・
天
皇
機
関
説
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
諸
事
件
で
攻
撃
し
、
更
に
こ
う
し
た
運
動
が
国
体
明
徴
声
明
に

よ
っ
て
政
治
的
に
正
当
化
さ
れ
る
と
、
日
本
の
思
想
・
歴
史
を
国
体
論
的
に
解
釈
す

る
日
本
主
義
的
教
養
は
、
当
時
の
言
説
空
間
に
お
け
る
「
公
共
性
」
を
得
る
た
め
の

い
わ
ば
約
束
手
形
と
し
て
機
能
し
て
い
く（

（1
（

。
大
学
内
で
は
三
八
年
の
東
大
小
田
村
事

件
を
き
っ
か
け
に（

（（
（

、
日
本
主
義
的
学
生
運
動
が
全
国
的
に
組
織
拡
大
し
た（

（1
（

。
運
動
を

指
導
し
て
い
た
日
本
学
生
協
会
は
、
国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
や
陸
軍
、
外
務
省

な
ど
の
政
府
関
係
機
関
か
ら
助
成
金
を
受
け
て
、
団
体
員
数
を
四
〇
〇
〇
人
以
上
に

膨
ら
ま
せ（

（1
（

、
四
〇
年
に
は
菅
平
高
原
で
、
四
一
年
に
は
比
叡
山
と
御
嶽
山
で
、「
思

想
修
練
」
を
目
的
と
す
る
全
国
学
生
夏
季
合
同
合
宿
を
開
催
し
た
。

　

昭
和
戦
前
期
の
日
本
主
義
運
動
に
関
し
て
は
、
戦
後
長
ら
く
「
狂
信
的
」
な
も
の

と
し
て
一
蹴
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
資

料
収
集
と
並
行
し
て
体
系
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ（

（1
（

、
日
本
主
義
者
の
思
想
と
活
動
実

態
、
彼
ら
の
運
動
に
対
す
る
規
制
と
弾
圧
の
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
こ
う

し
た
研
究
蓄
積
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
日
独
学
徒
交
流
の
場
面
で
提
唱
さ
れ
た
両

国
の
精
神
的
提
携
論
が
日
本
主
義
学
生
ら
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
と
い

う
視
点
か
ら
、
彼
ら
の
原
理
的
な
「
日
本
精
神
」
の
語
り
方
を
、
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
と

の
交
流
を
通
し
て
捉
え
直
し
た
い
。

　

以
上
よ
り
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
（
四
〇
年
四
月
）
と
日

独
青
年
学
徒
合
同
野
営
（
四
一
年
七
月
）
に
お
い
て
、
日
本
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
精

神
的
提
携
を
前
提
に
学
徒
た
ち
が
「
日
本
精
神
」
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
議
論
を

展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る（

（1
（

。
第
二
に
、
日
独
学
徒
交
流
の
場
で
形
成
さ
れ
た

こ
う
し
た
言
説
空
間
が
、
日
本
国
内
の
日
本
主
義
運
動
と
い
か
な
る
形
で
接
続
し
て

い
た
の
か
を
実
証
的
に
考
察
す
る
。
特
に
二
点
目
を
検
証
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、

日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
と
同
時
期
に
御
嶽
山
で
開
催
さ
れ
て
い
た
第
二
回
全
国
学

生
夏
季
合
同
合
宿
に
、
あ
る
ド
イ
ツ
人
学
者
が
講
演
に
現
れ
た
と
き
、
日
本
主
義
的

学
生
運
動
家
ら
が
い
か
な
る
反
応
を
示
し
た
か
に
着
目
し
、
日
独
関
係
の
視
角
か
ら

総
力
戦
体
制
下
の
日
本
の
思
想
戦
を
再
考
し
た
い（

（1
（

。
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２　

日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
の
実
施
経
緯

　
　
　
（
１
）
日
独
学
徒
大
会
か
ら
日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
へ

　

一
九
三
九
年
八
月
、
日
独
文
化
協
定
の
実
施
機
関
で
あ
っ
た
在
東
京
日
独
文
化
連

絡
協
議
会
（
以
下
、
連
絡
協
議
会
）
の
第
三
回
会
合
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
側
委
員
長

Ｗ
・
ド
ー
ナ
ー
ト
の
提
案
を
受
け
る
形
で
文
化
協
定
附
属
議
定
書
案
に
関
す
る
協
議

が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
「
学
徒
会
議
」
と
「
研
究
旅
行
交
換
」
に
関
す
る
計
画
が
立
て

ら
れ
た（

（1
（

。
日
独
両
国
に
お
い
て
交
互
に
開
催
す
る
こ
と
が
約
さ
れ
た
学
徒
会
議
は
、

同
年
三
月
に
キ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
次
回
の
日
本
国
内

に
お
け
る
開
催
に
あ
た
っ
て
は
東
京
日
独
文
化
協
会
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
一
方
、
新
規
事
業
で
あ
る
研
究
旅
行
交
換
は
、
特
に
有
能
な
学
生
に
「
自
己
ノ

見
解
ヲ
以
テ
日
本
（
乃
至
独
逸
）
ニ
関
ス
ル
智
識
ヲ
獲
ル
ノ
可
能
性
ヲ
与
フ
ル
モ

ノ
」
で
あ
り
「
現
下
ノ
情
勢
ニ
鑑
ミ
好
個
ノ
企
画
」
と
注
視
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
附
属
議
定
書
案
に
関
す
る
協
議
段
階
で
は
、
学
徒
会
議
と
研
究
旅
行

交
換
は
別
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
翌
月
に
欧
州
大
戦
が
勃
発
し
、
物
的

人
的
交
流
が
制
限
さ
れ
る
と
、
諸
文
化
事
業
は
縮
小
や
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
も
、
研
究
旅
行
交
換
が
学
徒
会
議
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
「
学
徒

大
会
」
と
し
て
以
後
協
議
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
大
会
の
開
催
要
項
は
、
連
絡

協
議
会
内
に
特
設
さ
れ
た
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
日
独
文
化
協
会
の
関
係
者
を
中

心
に
協
議
が
進
め
ら
れ（

11
（

、
キ
ー
ル
師
範
大
学
教
授
Ｋ
・
Ｇ
・
ｖ
・
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム

と
ド
イ
ツ
学
生
指
導
部
幹
部
三
名
の
来
日
を
機
に
、
四
〇
年
四
月
に
山
梨
県
河
口
湖

畔
で
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同
大
会
で
は
、「
日
独
間
ノ
文
化
的

共
同
研
究
」
を
促
進
す
る
た
め
「
毎
年
学
徒
大
会
ヲ
行
フ
コ
ト
」
と
の
声
明
が
出
さ

れ
、
日
本
国
内
で
の
第
二
回
大
会
は
四
一
年
一
〇
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
一
二
月
に
延
期
さ
れ
た
う
え
日
米
開
戦
で
再
延
期
し
、
結
局
四
二

年
五
月
ま
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　

二
回
目
の
学
徒
大
会
が
度
重
な
る
延
期
に
見
舞
わ
れ
る
な
か
、
大
会
主
催
者
で
あ

る
日
独
文
化
協
会
が
立
案
し
た
の
が
、
日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
で
あ
っ
た（

1（
（

。
合
同

野
営
は
、
学
徒
大
会
と
は
異
な
り
政
府
関
係
機
関
や
他
の
民
間
団
体
と
の
協
議
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
計
画
協
議
過
程
は
審
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
実
施
目
的
は
外

務
省
へ
の
後
援
要
請
の
記
録
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る（

11
（

。

　

日
独
文
化
協
会
は
、
合
同
野
営
が
「
時
節
柄
意
義
深
き
も
の
」
で
あ
る
た
め
外
務

省
後
援
の
名
義
を
拝
借
し
た
い
旨
を
述
べ
、
添
付
し
た
開
催
要
項
で
は
「
将
来
国
家

を
荷
負
ふ
日
独
若
き
学
徒
の
力
強
き
結
合
と
な
り
各
方
面
に
於
て
相
携
へ
光
輝
あ
る

日
独
両
国
の
友
好
関
係
を
更
に
促
進
せ
し
め
ん
と
す
る
」
と
の
目
的
を
強
調
し
、
合

同
野
営
の
時
局
下
に
お
け
る
開
催
意
義
を
説
い
た（

11
（

。
こ
う
し
た
要
請
が
功
を
奏
し
、

約
一
週
間
後
に
は
外
務
省
条
約
局
と
欧
亜
局
か
ら
後
援
名
義
の
許
可
が
下
り
て
い

る（
11
（

。
さ
ら
に
四
一
年
度
の
日
独
文
化
協
会
決
算
書
に
は
、
外
務
省
、
文
部
省
、
情
報

局
か
ら
補
助
金
を
獲
得
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
合
同
野
営
は
、
連
絡
協
議
会

で
の
協
議
を
経
ず
民
間
団
体
の
日
独
文
化
協
会
が
独
自
に
計
画
し
運
営
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、「
日
独
両
国
の
友
好
関
係
を
更
に
促
進
」
す
る
と
い
う
「
国
策
」
に

沿
っ
た
事
業
と
し
て
、
政
府
当
局
か
ら
の
後
援
を
受
け
る
形
で
開
催
に
至
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
四
一
年
七
月
二
四
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
、
富
士
山
麓
の
山
中
湖

畔
に
お
い
て
日
独
青
年
学
徒
合
同
野
営
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
前
月
の
独
ソ
開
戦

な
ど
に
よ
り
、
こ
の
時
期
、
両
国
間
の
大
規
模
な
人
的
移
動
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
合
同
野
営
の
ド
イ
ツ
側
参
加
者
男
女
一
五
名
は
「
在
日
独
逸
学
生
」
か

ら
ド
イ
ツ
大
使
館
が
推
薦
す
る
こ
と
と
な
り
、
ド
イ
ツ
側
男
子
班
の
多
く
は
日
独
交

換
学
生
が
占
め
て
い
る
。
日
本
側
男
子
班
は
、
東
京
帝
大
か
ら
四
名
、
明
治
大
か
ら

三
名
、
早
稲
田
大
・
慶
應
義
塾
大
か
ら
各
二
名
、
東
京
工
業
大
・
法
政
大
・
立
教
大
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か
ら
各
一
名
、
学
部
二
年
次
か
ら
三
年
次
の
様
々
な
分
野
を
専
攻
す
る
学
生
で
構
成

さ
れ
た（

11
（

。
一
方
で
両
国
の
女
子
班
に
関
し
て
は
、
開
催
二
週
間
前
の
段
階
で
も
名
簿

が
未
確
定
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
側
参
加
者
に
は
「
ド
イ
ツ
大
使
館
文
化
部
長
〔
Ｒ
・

シ
ュ
ル
ツ
ェ
〕
秘
書
」、
日
本
側
参
加
者
に
は
「
日
本
体
育
専
門
学
校
女
子
部
教
授
」

や
「
千
葉
医
大
出
身
医
学
士
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら（

11
（

、「
学
徒
」
と
は
言
い

つ
つ
も
、
そ
の
実
は
ド
イ
ツ
大
使
館
や
日
独
文
化
協
会
幹
部
の
個
人
的
な
人
脈
を
駆

使
し
て
女
性
参
加
者
を
集
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
２
）
合
同
野
営
に
お
け
る
活
動

―
新
聞
報
道
よ
り

―

　

一
九
四
〇
年
一
月
末
、
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
の
計
画
に
際
し
、
外
務
省
文
化
事

業
部
第
二
課
長
市
河
彦
太
郎
は
、
第
一
回
日
独
青
少
年
団
交
歓
事
業
（
ヒ
ト
ラ
ー
・

ユ
ー
ゲ
ン
ト
来
日
）
に
お
け
る
過
大
な
「
オ
祭
騒
」
の
出
迎
え
に
「
食
傷
気
味
」
で

あ
っ
た
団
長
シ
ュ
ル
ツ
ェ
の
言
を
踏
ま
え
て
、「
地
味
ニ
シ
テ
且
実
質
的
ナ
ル
日
独

文
化
交
換
ヲ
致
度
」
と
の
意
向
を
示
し
て
い
た（

11
（

。
学
徒
大
会
に
付
随
す
る
合
同
野
営

も
、「
従
来
の
こ
の
種
の
催
し
と
は
異
つ
て
両
国
イ
ン
テ
リ
の
『
生
活
の
共
同
』
と

『
思
想
の
交
換
』
に
よ
る
相
互
認
識
の
徹
底
」
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る（

11
（

。

　

開
会
式
は
「〝
戦
ふ
国
〟
の
つ
ど
ひ
に
ふ
さ
は
し
い
清
純
な
つ
つ
ま
し
さ
、
新
し

い
世
界
の
歴
史
を
現
実
に
創
り
つ
ゝ
あ
る
二
つ
の
国
の
若
き
世
代
の
感
激
こ
め
て
」

行
わ
れ
、「
数
日
間
の
生
活
を
共
に
し
兄
弟
の
如
く
む
つ
み
合
ひ
同
じ
理
想
の
下
に

同
じ
光
栄
あ
る
目
的
を
語
り
合
は
ん
」
と
誓
っ
た（

11
（

。
全
日
程
を
通
し
て
行
わ
れ
た
朝

礼
・
点
検
・
体
操
で
は
「
お
互
の
理
解
を
も
つ
と
深
め
た
い
と
い
ふ
真
摯
な
欲
求
」

か
ら
両
国
男
女
が
交
代
で
指
揮
す
る
こ
と
と
な
り
、「
交
す
万
歳
の
叫
び
も
ド
イ
ツ

側
か
ら
『
い
や
さ
か
あ
！
（
彌
栄
）』
日
本
側
か
ら
『
ジ
ー
ク
・
ハ
イ
ル
！
』」
と

な
っ
た
。
夜
は
、
篝
火
を
囲
ん
で
歌
合
戦
や
演
劇
比
べ
、
合
奏
な
ど
「
枢
軸
和
楽
」

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い
る（

1（
（

。
閉
会
式
の
あ
っ
た
七
月
二
八
日

に
は
、「
活
字
の
上
の
知
識
や
四
角
ば
つ
た
理
屈
で
な
く
、
起
居
寝
食
す
べ
て
を
共

に
す
る
生
活
を
通
し
て
強
烈
新
鮮
な
相
互
認
識
を
つ
ち
か
ひ
合
は
う
と
す
る
大
会
の

狙
ひ
は
ど
こ
ま
で
効
果
を
収
め
た
か
」
と
し
て
、
学
徒
た
ち
の
感
想
が
掲
載
さ
れ
て

い
る（

11
（

。

　

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
合
同
野
営
の
具
体
的
な
目
的
に
つ
い
て
は
、
主
に
二

点
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
両
国
の
イ
ン
テ
リ
層
の
子
弟
が
、
共
同
生
活
と
緊

密
な
共
同
作
業
を
通
じ
て
思
想
を
交
換
し
、
相
互
認
識
を
徹
底
す
る
点
で
あ
る
。
思

想
交
換
・
相
互
認
識
の
方
法
は
、
知
識
や
理
屈
よ
り
も
、
厳
密
に
規
律
化
さ
れ
た
身

体
的
な
共
同
生
活
・
共
同
作
業
に
求
め
ら
れ
た
。
朝
礼
・
点
検
・
体
操
・
号
令
・
大

会
用
語
は
相
互
主
義
を
貫
徹
し
た
上
で
儀
礼
性
が
強
調
さ
れ
、
な
か
で
も
日
中
の
厳

し
い
規
律
と
夜
の
営
火
（「
枢
軸
和
楽
」）
が
全
体
を
通
じ
て
対
照
的
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。「
従
来
の
こ
の
種
の
催
し
」（「
オ
祭
騒
」）
と
は
異
な
る
と
留
保
し
つ
つ
も
、

合
同
野
営
に
お
け
る
相
互
認
識
の
徹
底
の
実
際
は
、
極
め
て
儀
礼
的
演
出
に
満
ち
て

い
た
と
言
え
よ
う
。
第
二
に
、
世
界
新
秩
序
建
設
の
将
来
を
担
う
「
枢
軸
若
人
」
が

共
同
生
活
を
通
じ
て
「
同
じ
理
想
」
の
下
に
「
同
じ
光
栄
あ
る
目
的
」
を
語
り
合
う

点
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
参
加
学
徒
た
ち
の
言
説
に
着
目
し
て
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

３　

日
独
学
徒
交
流
の
場
で
語
ら
れ
る
「
日
本
精
神
」

　
　
　
（
１
）　

第
一
回
日
独
学
徒
大
会
に
お
け
る
思
考
停
止

　

合
同
野
営
に
お
け
る
言
説
を
検
討
す
る
前
に
、
少
し
遡
り
第
一
回
日
独
学
徒
大
会

で
の
「
日
本
精
神
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
確
認
し
て
お
こ
う（

11
（

。
同
大
会
で
は
全
体
を
通

じ
て
民
族
精
神
論
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
な
か
で
も
第
七
日
目
（
四
月

二
〇
日
）
に
行
わ
れ
た
鹿
子
木
と
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
に
よ
る
「
国
民
性
と
世
界
観
」
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と
い
う
題
目
の
セ
ッ
ト
講
演
は
、
当
日
が
Ａ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
誕
生
日
で
あ
っ
た
こ
と

も
相
俟
っ
て
祝
祭
的
な
意
味
合
い
を
持
ち
、
開
催
前
か
ら
「
東
西
の
権
威
」
に
よ
る

「
大
会
中
の
呼
物
」
と
注
目
を
浴
び
て
い
た（

11
（

。

　

な
お
、
い
ず
れ
も
哲
学
者
で
あ
っ
た
鹿
子
木
と
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
は
、
当
時
、
学

徒
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
日
独
文
化
交
流
の
場
面
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
人
物
で
あ
る
。
鹿
子
木
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
伯
林
日
本
学
会
と
日
独
文
化

協
会
設
立
時
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
日
独
文
化
交
流
を
下
支

え
し
た（

11
（

。
日
本
国
内
で
は
、
哲
学
者
と
し
て
慶
應
義
塾
大
、
九
州
帝
大
の
教
授
を
歴

任
し
て
い
た
が
、
学
徒
大
会
が
開
催
さ
れ
た
時
期
に
は
言
論
活
動
に
専
念
す
る
た
め

教
授
職
を
退
官
し
て
い
る
。
四
二
年
に
は
大
日
本
言
論
報
国
会
の
専
務
理
事
兼
事
務

局
長
を
務
め
、
論
壇
内
部
に
お
け
る
規
制
と
監
視
を
強
化
し
た（

11
（

。
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム

は
、
キ
ー
ル
大
学
の
哲
学
・
心
理
学
教
授
と
し
て
二
度
来
日
し
、
三
八
年
か
ら
四
七

年
ま
で
の
一
〇
年
近
く
を
日
本
で
過
ご
し
た（

11
（

。
戦
後
ド
イ
ツ
に
強
制
送
還
さ
れ
る
ま

で
、
日
々
禅
や
弓
道
の
修
行
に
打
ち
込
み
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
日
本
精
神
を
研
究
す

る
一
方
で
、「
混
血
ユ
ダ
ヤ
人
」
な
が
ら
Ｊ
・
ｖ
・
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
ら
ナ
チ
政

権
幹
部
と
の
人
脈
を
生
か
し
、
ナ
チ
党
宣
伝
諜
報
部
員
と
し
て
も
暗
躍
し
た（

11
（

。
当
時

日
本
に
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
語
教
師
Ｄ
・
ゼ
ッ
ケ
ル
は
、
そ
の
様
子
を
「
彼
は
、

高
度
な
知
性
を
も
っ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
ス
タ
ー
的
存
在
で
、
日
本
国
内
を
め
ぐ
り

歩
い
て
ナ
チ
ズ
ム
と
ド
イ
ツ
の
国
家
理
念
を
説
き
続
け
て
い
た
」
と
戦
後
回
想
し
て

い
る（

11
（

。

　

大
会
第
七
日
目
の
講
演
で
、
鹿
子
木
は
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

述
べ
た（

11
（

。
「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
『
全
体
の
た
め
、
自
己
の
同
胞
の
た
め
、
個
人
を
犠
牲
と

す
る
能
力
』
を
ド
イ
ツ
民
族
の
最
も
本
質
的
特
徴
と
し
て
ゐ
る
。
此
処
に
人

民
の
献
身
が
生
じ
、
か
ゝ
る
人
民
の
意
志
を
責
任
を
以
て
代
表
し
、
且
つ
全

民
族
の
為
に
各
個
人
の
無
条
件
的
犠
牲
を
要
求
す
る
権
威
あ
る
指
導
者
の
必

然
性
が
生
ず
る
。

―
私
に
は
国
民
性
、
指
導
者
精
神
、
及
び
権
威
と
い
ふ

三
つ
の
要
素
が
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
に
於
て
生
け
る
姿
と
な
つ
て
統
一
さ
れ
、

今
日
の
ナ
チ
ス
独
逸
国
の
礎
柱
と
な
つ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
」。

　

そ
れ
に
対
し
日
本
の
方
は
、

「
日
本
の
ス
メ
ラ
・
ミ
ク
ニ
（
皇
国
）
は
蒼
生
を
ス
ベ
（
統
一
）
給
ふ
ミ
コ

ト
（
命
）
の
国
で
あ
り
、
従
つ
て
全
体
国
家
（G

anzheitsstaat

）
で
あ
る
。

同
時
に
併
し
ミ
コ
ト
は
日
本
民
族
の
始
祖
た
る
女
神
天
照
大
神
の
直
系
の
後

嗣
に
ま
し
ま
す
が
故
に
、
人
民
の
父
に
ま
し
ま
す
こ
と
ゝ
な
る
」。

　

し
た
が
っ
て
日
本
と
ド
イ
ツ
は
、「
全
人
民
が
そ
れ
を
泉
と
仰
ぐ
べ
き
権
威
者
を

有
す
る
と
い
ふ
点
に
於
て
相
似
て
ゐ
る
」
が
、「
併
し
一
の
重
要
な
相
異
点
は
、
日

本
の
ス
メ
ラ
・
ミ
コ
ト
は
天
孫
で
あ
ら
れ
従
つ
て
神
格
を
有
し
給
ふ
と
い
ふ
こ
と
」

だ
と
指
摘
し
、
日
本
の
政
治
・
軍
政
・
経
済
・
教
育
・
芸
術
の
本
質
的
特
徴
は
生
成

発
展
の
神
で
あ
る
ム
ス
ビ
（
産
霊
）
の
神
を
記
し
た
「
古
事
記
に
よ
つ
て
の
み
明
か

と
な
る
」
と
結
ん
だ
。

　

次
に
登
壇
し
た
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
は
、
近
代
市
民
社
会
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
き

た
「
一
般
人
間
的
妥
当
性
を
要
求
す
る
」
普
遍
的
な
世
界
観
に
対
し
て
、
民
族
独
特

の
本
質
・
空
間
規
定
・
生
活
意
欲
の
表
現
と
な
る
よ
う
な
「
民
族
性
と
不
可
分
関
係

に
あ
る
世
界
観
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た（

1（
（

。

「
此
の
意
味
に
於
け
る
世
界
観
は
日
独
共
に
民
族
の
特
質
と
生
活
の
根
底
を
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な
し
、
且
こ
れ
等
を
統
一
し
て
ゐ
る
信
念
の
力
の
総
体
に
し
て
、
世
界
宗
教

と
の
交
流
折
衝
に
依
り
其
の
内
容
を
豊
富
に
し
、
信
念
と
生
活
に
於
て
民
族

的
世
界
観
を
実
証
す
る
を
期
待
す
る
に
至
つ
た
、
即
ち
、
日
本
に
於
い
て
は

国
家
神
道
の
形
を
採
つ
て
ゐ
る
世
界
観
、
独
逸
に
於
い
て
は
国
民
社
会
主
義

の
世
界
観
の
自
覚
と
な
つ
た
。

　

日
独
両
民
族
か
ら
共
通
の
敵
と
目
さ
れ
て
ゐ
る
唯
物
主
義
マ
ル
ク
シ
ズ

ム
、
個
人
主
義
、
自
由
主
義
、
合
理
主
義
、
国
際
主
義
等
解
消
を
齎
ら
す
べ

き
勢
力
と
の
闘
争
に
依
つ
て
民
族
的
世
界
観
は
一
新
し
た
。
国
民
社
会
主
義

は
独
逸
民
族
を
こ
れ
ら
諸
反
対
勢
力
に
よ
る
解
消
よ
り
救
済
し
た
。
此
の
独

逸
的
世
界
観
は
唯
一
無
二
の
総
統
の
人
格
の
力
、
信
念
の
力
、
意
志
の
力
に

依
つ
て
、
全
独
逸
民
族
に
自
己
に
対
す
る
義
務
を
與
へ
以
て
全
独
逸
民
族
を

合
一
す
る
強
力
な
る
運
動
と
な
つ
た
」。

　

そ
れ
ゆ
え
、
国
家
と
は
民
族
特
有
の
生
活
力
・
生
活
形
式
・
生
活
条
件
を
維
持
発

展
さ
せ
る
た
め
に
民
族
を
意
識
的
に
秩
序
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
人
の
個
性

は
、
共
同
体
の
い
か
な
る
部
分
を
成
す
か
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
時
に
創
造
的
作
用
を

発
揮
す
る
、
と
指
摘
し
た
。

　

鹿
子
木
と
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
は
い
ず
れ
も
、
絶
対
的
な
統
治
者
に
よ
っ
て
統
べ
ら

れ
る
生
き
た
有
機
体
と
し
て
自
ら
の
民
族
を
神
聖
視
し
、
全
体
（
国
家
）
に
お
け
る

個
の
献
身
や
犠
牲
の
正
当
性
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
両
民
族
の
精
神
的
な
近
似
性

を
示
唆
す
る
一
方
で
、
日
本
の
「
皇
尊
」
は
「
天
孫
」
で
あ
り
神
格
を
有
す
る
と
し

て
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
民
族
的
世
界
観
と
の
差
異
を
強
調
し
た
鹿
子
木
と
、
自
国
の
世

界
観
の
説
明
に
専
心
し
日
本
の
世
界
観
に
殆
ど
言
及
し
な
か
っ
た
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム

は
、
両
国
の
国
民
性
と
世
界
観
の
相
交
わ
る
こ
と
の
な
い
異
質
さ
を
言
明
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
学
徒
大
会
で
は
毎
日
講
演
の
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
が
二
時
間

程
度
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
鹿
子
木
と
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
講
演
に
対
す
る
会
場
の

反
応
は
、
以
下
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た（

11
（

。

「
日
独
双
方
の
参
加
者
は
そ
れ

〲
質
問
の
準
備
の
た
め
例
に
依
つ
て
別
々

に
集
つ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
期
せ
ず
し
て
双
方
共
に
斯
る
神
聖
な
問
題
に
関

し
て
は
軽
々
に
質
問
等
を
行
ふ
べ
き
で
な
く
、
寧
ろ
沈
黙
の
裡
に
敬
意
を
表

す
べ
し
と
の
議
起
り
、
こ
ゝ
に
大
会
開
始
以
来
初
め
て
質
問
討
議
行
は
れ

ず
、
全
参
加
者
は
残
さ
れ
た
昼
食
前
の
二
時
間
を
静
か
に
三
々
五
々
或
は
庭

園
に
出
で
富
士
山
の
容
姿
を
仰
ぎ
、
或
は
紺
碧
の
河
口
湖
を
見
下
し
て
日
独

夫
々
に
そ
の
国
民
精
神
の
尊
厳
と
相
触
る
ゝ
こ
と
の
多
き
に
思
ひ
を
は
せ
た

の
は
麗
は
し
い
光
景
で
あ
つ
た
」。

　

以
上
の
記
録
か
ら
は
、
日
本
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
の
国
民
性
と
世
界
観
は
、
議
論
の

範
疇
を
超
え
た
不
可
侵
の
「
神
聖
な
問
題
」
で
あ
る
た
め
「
沈
黙
の
裡
に
敬
意
を
表

す
べ
し
」
と
い
う
意
見
が
、「
期
せ
ず
し
て
」
日
独
の
参
加
者
双
方
か
ら
自
発
的
に

立
ち
上
が
り
、
会
場
全
体
が
い
わ
ば
思
考
停
止
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
様
子
が
窺

え
る
。
両
国
の
若
手
研
究
者
が
「
地
味
か
つ
実
質
的
な
」
学
術
上
の
議
論
を
交
わ
す

た
め
に
集
っ
た
学
徒
大
会
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
は
、
注
目

に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
に
お
い
て
、
両
国
の
国
民
性
と
世
界
観
を

相
互
に
理
解
し
合
い
学
術
的
に
議
論
を
深
め
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
「
大
会
中
の
呼

物
」
で
あ
っ
た
こ
の
日
、
双
方
の
国
民
精
神
の
尊
厳
を
褒
め
称
え
あ
い
相
似
性
の
み

に
「
思
ひ
」
は
馳
せ
ら
れ
、
鹿
子
木
が
指
摘
し
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
が
言
及
を
避
け
た

両
国
の
「
重
要
な
相
異
点
」
は
黙
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
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（
２
）　

合
同
野
営
に
お
け
る
学
徒
た
ち
の
感
想

　

第
一
回
日
独
学
徒
大
会
の
翌
年
、
同
じ
く
富
士
山
麓
の
山
中
湖
畔
に
お
い
て
日
独

青
年
学
徒
合
同
野
営
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
前
述
の
よ
う
な
緊
密
な
共
同
作

業
・
共
同
生
活
を
経
て
、「
枢
軸
若
人
」
は
何
を
感
じ
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
国

学
徒
代
表
者
が
合
同
野
営
を
終
え
て
語
っ
た
感
想
に
着
目
し
よ
う（

11
（

。

　

ド
イ
ツ
男
子
班
代
表
ゾ
ッ
フ
は
、「
日
本
青
年
は
感
受
性
が
鋭
く
思
索
態
度
が
極

め
て
純
真
で
あ
り
、
思
想
的
放
浪
性
を
す
で
に
脱
却
し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
、

若
い
人
々
の
こ
の
純
真
さ
を
の
び
の
び
と
伸
ば
す
こ
と
が
、
日
本
の
国
に
と
っ
て
大

切
だ
と
信
じ
ま
す
」
と
述
べ
、
前
の
世
代
と
は
異
な
る
、
現
在
の
日
本
青
年
の
純
真

さ
と
か
つ
て
の
怠
惰
な
生
活
態
度
を
脱
却
し
た
規
律
正
し
さ
と
を
指
摘
し
た
。
女
子

班
代
表
ゲ
ッ
ペ
ル
ト（

11
（

は
、
ひ
ど
い
雨
降
り
の
よ
う
な
悪
環
境
の
中
で
も
平
常
通
り
の

炊
事
を
行
う
忍
耐
強
い
日
本
人
女
性
が
「
家
庭
婦
人
と
し
て
秀
れ
て
ゐ
る
」
と
そ
の

優
秀
性
を
賞
賛
し
た
。
一
方
、
日
本
男
子
班
代
表
の
堀
新
助
は（

11
（

、
ド
イ
ツ
青
年
の

「
国
を
愛
す
る
心
と
生
活
を
享
楽
す
る
心
が
ぴ
つ
た
り
結
び
つ
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に

伸
び
行
く
ド
イ
ツ
の
力
が
あ
る
と
考
へ
た
」
と
ド
イ
ツ
の
国
力
伸
長
の
源
泉
を
青
年

た
ち
の
生
活
態
度
の
な
か
に
見
出
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
国
学
徒
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が
互
い
を
賞
賛
し
合
う

な
か
で
、
日
本
女
子
班
代
表
の
溝
島
孝
野（

11
（

は
、
他
の
学
徒
た
ち
と
は
異
な
る
言
説
を

残
し
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
側
女
子
班
に
は
三
十
歳
近
い
方
も
居
ら
れ
野
営
訓
練
の
体
験
を
持

た
ぬ
方
も
あ
つ
て
い
ろ

〱
不
自
由
を
感
じ
た
や
う
で
す
が
、
と
に
か
く
野

営
大
会
と
い
ふ
一
つ
の
全
体
に
歩
調
を
合
せ
、
そ
の
中
に
溶
け
込
ま
う
と
努

力
し
て
ゐ
た
の
に
は
頭
が
下
り
ま
し
た
、
全
体
主
義
が
政
治
上
の
こ
と
ば
か

り
で
な
く
日
常
生
活
に
ま
で
活
か
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ひ
ま
し
た
、
も
一
つ
感

じ
た
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
方
た
ち
と
親
し
く
な
れ
ば
親
し
く
な
る
ほ
ど
日
本
人

と
し
て
の
誇
り
、
日
本
人
と
し
て
の
責
務
が
胸
に
こ
み
あ
げ
、
国
際
親
善
と

か
枢
軸
友
好
と
か
申
し
ま
し
て
も
矢
張
り
日
本
人
は
日
本
人
と
し
て
立
派
で

あ
り
偉
大
で
あ
る
こ
と
が
先
決
条
件
だ
と
痛
切
に
考
へ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」。

　

以
上
の
記
録
か
ら
は
、
ま
ず
、
両
国
の
男
子
班
と
女
子
班
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
一

名
が
相
手
国
の
同
じ
性
別
の
班
に
つ
い
て
の
印
象
を
語
る
と
い
う
徹
底
し
た
相
互
主

義
が
、
感
想
を
述
べ
る
最
終
日
の
場
面
に
お
い
て
も
反
復
さ
れ
て
い
た
点
が
見
て
取

れ
る
。
ま
た
、
規
律
正
し
い
身
体
生
活
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
精
神
的
純
真
性
と
忍
耐

強
さ
、
全
体
（
国
家
）
へ
の
奉
仕
が
日
常
生
活
に
根
づ
い
て
い
る
点
に
、
相
手
国
の

国
力
伸
長
の
源
泉
を
見
出
し
賞
賛
す
る
論
法
が
、
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
共
同
生
活
を
経
な
が
ら
も
、
当
初
野
営
の
目
的
に
挙
げ
ら
れ
た
両
国
の
「
同

じ
理
想
」
や
「
同
じ
光
栄
あ
る
目
的
」
の
語
り
合
い
が
な
さ
れ
た
様
子
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
言
説
か
ら
は
、
同
盟
国
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
同
胞
意
識

を
高
め
る
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
表
象
さ
れ
た
両
国
青
年
学

徒
の
様
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
賛
す
べ
き
特
異
性
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
銃
後
の
国
民
生
活
で
要
請
さ
れ
る
模
範
的
生
活
態
度
を
重
ね

合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
だ
ろ
う
。
相
手
国
青
年
学
徒
の
賞
賛
す
べ
き
生

活
態
度
を
鏡
映
し
に
、
銃
後
の
国
民
へ
の
教
化
宣
伝
効
果
を
意
識
し
て
報
じ
ら
れ
た

言
説
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
が
溝
島
孝
野
の
言
説
で
あ
る
。
彼
女
は
友
好
国
ナ

チ
・
ド
イ
ツ
の
学
徒
と
の
親
善
（
共
同
生
活
）
が
深
ま
る
ほ
ど
に
、
日
本
人
と
し
て

の
誇
り
や
責
務
を
感
じ
「
日
本
人
と
し
て
立
派
で
あ
り
偉
大
で
あ
る
こ
と
が
先
決
条

件
」
で
あ
る
と
、
外
向
き
の
親
善
を
通
じ
て
内
向
き
に
愛
国
心
や
日
本
人
と
し
て
の

使
命
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
相
手
国
と
の
相
互
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
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合
同
野
営
に
お
い
て
、
反
射
的
に
自
ら
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
再
認
識

し
た
彼
女
の
姿
勢
は
、
こ
の
時
期
の
日
本
国
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
日
本
主
義
的
学
生
運
動
家
た
ち
の
言
説
を
検
証
し
な
が

ら
、
考
察
を
加
え
て
い
く
。

　
　
　
　

４　

ド
イ
ツ
人
学
者
と
日
本
主
義
的
学
生
運
動
家
の
邂
逅

　

合
同
野
営
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
山
中
湖
か
ら
約
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
御
嶽
山
に
集
結
し
て
い
た
学
生
団
体
も
、
講
演
に
訪
れ
た
あ
る
ド
イ
ツ
人
学
者
の

発
言
に
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
結
論
を
先
取
り
す
る
と
、
彼
ら
は
溝
島
孝
野
と
極
め

て
近
似
し
た
反
応
を
見
せ
、
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
学
徒
大
会
や
合
同
野
営
で
は

掘
り
下
げ
ら
れ
な
か
っ
た
両
国
の
「
重
要
な
相
異
点
」
が
彼
ら
に
よ
っ
て
再
び
顕
在

化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
日
本
主
義
的
学
生
運
動
の
思
想
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
、
イ

デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
学
生
た
ち
か
ら
尊
崇
さ
れ
て
い
た
三
井
甲
之
に
よ
る
「
日
本
主

義
」
の
定
義
を
確
認
し
た
い（

11
（

。

「『
日
本
主
義
』
と
い
ふ
の
は
一
つ
の
『
原
理
』
で
あ
る
。
原
理
と
い
へ
ば
、

一
々
事
実
に
就
て
い
ふ
の
で
は
な
く
し
て
、
一
々
の
事
実
を
統
く
ゝ
る
と
こ

ろ
の
概
念
で
あ
る
。
此
の
概
念
を
段
々
に
押
し
つ
め
て
行
つ
て
最
後
に
そ
れ

以
上
遡
る
こ
と
の
出
来
ぬ
と
こ
ろ
ま
で
達
し
た
時
、
そ
れ
を
原
理
と
い
ふ
の

で
あ
る（

11
（

」。

　

更
に
三
井
は
、
日
本
主
義
が
、
演
繹
的
議
論
に
依
拠
し
た
積
極
的
建
設
的
な
「
主

義
」
で
は
な
く
、
あ
る
が
ま
ま
に
「
無
主
義
を
主
義
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く

ま
で
「
破
邪
折
伏
の
た
め
」、
日
本
主
義
を
解
し
な
い
人
々
に
対
す
る
「
消
極
的
消

毒
的
血
清
的
作
用
」
を
持
つ
も
の
と
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
断
言
す
る（

11
（

。

「
さ
う
い
ふ
人
々
と
思
想
と
行
為
と
に
対
し
て
始
〔
マ
マ
〕
め
て
『
日
本
主

義
』
は
そ
の
降
魔
剣
と
な
り
清
涼
剤
と
な
る
の
で
あ
る
。『
日
本
主
義
』
と

は
そ
れ
ら
の
間
違
つ
た
思
想
の
消
毒
剤
で
あ
る
。〔
中
略
〕『
日
本
主
義
』
は

此
の
悪
魔
退
治
の
剣
で
あ
り
、
汚
穢
浄
化
の
気
息
で
あ
る
。
け
が
れ
を
掃
ひ

清
め
、
滌
ぎ
た
る
祖
先
の
精
神
を
、
現
代
文
化
の
上
に
大
胆
に
実
現
す
る
こ

と
、
そ
れ
が
日
本
主
義
の
実
現
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
主
義
の
意
志
で
あ

る
。
そ
れ
が
日
本
主
義
の
行
為
で
あ
る
」。

　

こ
の
よ
う
に
三
井
の
日
本
主
義
は
、「
主
義
の
否
定
」
と
祖
先
の
精
神
の
「
実
現
」

に
よ
っ
て
、
原
理
的
な
思
想
実
践
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
国
体
を
害
す
る
思
想
の

「
消
毒
剤
」「
降
魔
剣
」
と
な
る
極
め
て
攻
撃
的
な
排
除
型
の
思
想
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
原
理
的
日
本
主
義
を
標
榜
す
る
動
き
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
実
際
に

「
降
魔
剣
」
と
し
て
、「
帝
大
粛
清
・
学
術
維
新
」
を
標
語
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
け

る
リ
ベ
ラ
ル
派
知
識
人
排
撃
運
動
へ
と
発
展
す
る
。
そ
う
し
た
日
本
主
義
・
国
粋
主

義
団
体
に
よ
る
他
者
粛
清
（「
芟
除
」）
と
半
ば
連
動
す
る
形
で
、
大
学
内
に
お
い
て

も
日
本
主
義
的
学
生
運
動
が
組
織
化
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
学
内
改
革
を
呼
び
か
け
る

と
同
時
に
、
他
方
で
原
理
的
な
思
想
実
践
と
し
て
聖
徳
太
子
の
三
教
義
疏
や
明
治
天

皇
の
御
製
を
日
々
拝
誦
し
、「
祖
国
の
悠
久
の
生
命
」
を
実
感
す
る
思
想
実
践
の
作

法
を
開
発
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
四
一
年
七
月
に
二
回
目
の
全
国
学
生
夏
季
合
同
合
宿
が
御

嶽
山
と
比
叡
山
で
開
催
さ
れ
る
。
第
二
回
合
同
合
宿
に
際
し
て
は
、
全
国
か
ら
二
週

間
で
七
五
〇
人
の
参
加
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
大
政
翼
賛
会
の
後
援
と
文
部
省
か
ら
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の
正
式
許
可
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
開
催
五
日
前
に
「
政
府
当
局
か
ら
新
た

な
る
国
家
目
的
の
指
示
を
受
け
残
念
乍
ら
中
止
の
止
む
な
き
に
至
」
っ
て
し
ま
っ

た（
1（
（

。
団
体
員
数
を
急
速
に
膨
ら
ま
し
、
内
務
省
警
保
局
な
ど
取
り
締
ま
り
当
局
か
ら

の
監
視
が
強
化
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が（

11
（

、
そ

れ
で
も
、
参
加
者
を
減
ら
し
、
急
遽
比
叡
山
（
参
加
者
一
二
〇
人
）
と
御
嶽
山
（
同

二
三
〇
人
）
で
分
割
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
御
嶽
山
合
宿
で
デ
ュ
ル

ク
ハ
イ
ム
が
講
演
を
行
っ
た
と
き
の
参
加
学
徒
た
ち
の
反
応
を
見
て
い
き
た
い
。

　

学
徒
大
会
で
も
登
場
し
た
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
は
、
四
〇
年
三
月
に
再
来
日
し
て
か

ら
精
力
的
に
講
演
・
執
筆
活
動
を
行
い
、
翌
年
ナ
チ
ス
叢
書
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ

れ
た
著
書
『
独
逸
精
神
』（
ア
ル
ス
、
橋
本
文
夫
訳
）
は
、
日
本
国
内
の
親
独
意
識

向
上
も
相
俟
っ
て
巷
間
の
注
目
を
浴
び
て
い
た（

11
（

。
禅
の
悟
り
を
応
用
し
て
、
個
人
に

内
在
す
る
「
民
族
全
体
意
思
」
を
呼
び
覚
ま
し
全
体
へ
の
奉
仕
に
個
の
充
足
を
見
出

す
全
体
主
義
的
な
「
民
族
的
悟
り
（völkisch satori

〔sic
〕）」
を
提
唱
し
た
デ
ュ
ル

ク
ハ
イ
ム
の
研
究
に
は（

11
（

、
日
本
主
義
学
生
ら
も
少
な
か
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
た（

11
（

。

　

四
一
年
七
月
二
一
日
、
合
宿
第
三
日
目
「『
生
の
戦
ひ
』
の
日
」
と
銘
打
た
れ
た

日
に
招
聘
さ
れ
た
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
は
、「
相
提
携
す
る
日
独
両
国
家
の
世
界
文
化

の
将
来
に
対
す
る
使
命
」
と
の
題
目
に
沿
っ
て
以
下
の
よ
う
な
講
演
を
行
っ
た（

11
（

。

「
日
本
と
ド
イ
ツ
は
使
命
が
似
て
ゐ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
一
体
と
な
つ

て
此
の
〔
世
界
文
化
を
形
成
す
る
〕
新
し
い
使
命
に
向
つ
て
進
む
も
の
で
あ

る
。〔
中
略
〕
さ
て
、
東
洋
に
於
て
は
日
本
が
、
西
欧
に
於
て
は
ド
イ
ツ
が
生

き
た
全
一
的
原
理
か
ら
し
て
世
界
文
化
を
形
成
す
べ
き
使
命
を
持
つ
て
ゐ
る

と
断
ず
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は
万
世
一
系
の
皇
統
を
い
た
ゞ
く
無
比
の
国
体

を
持
ち
、
ド
イ
ツ
は
日
本
国
体
に
頗
る
相
似
し
た
全
一
的
原
理
す
な
は
ち
ラ

イ
ヒ
の
観
念
を
相
続
保
持
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

両
国
家
は
、
此
の
原
理
を
宣
揚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
妨
害
物
は
一
掃
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
づ
日
々
我
々
を
鍛
錬
し
て
神
の
聲
を

聞
く
耳
を
養
ふ
必
要
が
あ
る
。
次
に
は
、
日
々
我
々
の
内
な
る
も
の
を
真
に

実
現
し
て
ゆ
く
強
い
力
を
養
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ

そ
、
日
独
両
国
は
必
ず
世
界
を
大
地
に
即
し
た
民
族
の
全
一
的
な
も
の
と
し

て
ゆ
く
た
め
に
、
相
提
携
し
う
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
次
第
で
あ
る
」。

　

こ
の
よ
う
に
合
宿
に
お
け
る
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
講
演
は
、
第
一
回
日
独
学
徒
大

会
の
際
に
は
明
言
を
避
け
た
日
独
提
携
の
意
義
に
つ
い
て
、
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
に
相

続
保
持
す
る
「
生
き
た
全
一
体
的
原
理
」
に
基
づ
き
「
世
界
文
化
を
形
成
す
べ
き
使

命
」
を
共
有
す
る
と
断
言
し
た
も
の
へ
と
進
展
し
て
い
た
。
し
か
し
参
加
学
生
た
ち

が
注
目
し
た
の
は
、
肝
心
の
講
演
内
容
で
は
な
く
、
講
演
後
の
質
疑
応
答
の
際
に

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
が
発
し
た
次
の
発
言
で
あ
っ
た（

11
（

。

「
日
本
に
は
世
界
形
成
の
原
理
と
し
て
八
紘
一
宇
と
い
ふ
原
理
が
あ
る
と
い

は
れ
る
。
然
し
、
言
葉
こ
そ
無
い
が
ド
イ
ツ
に
も
相
似
た
原
理
ラ
イ
ヒ
が
あ

る
。
勿
論
、
八
紘
一
宇
の
そ
れ
に
は
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
は
率
直
に
認
め

る
。
唯
、
一
番
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
そ
の
原
理
を
発
揚
す
べ
き
国
家
威
力

の
強
弱
如
何
で
あ
る
。
こ
の
点
に
至
る
と
、
ド
イ
ツ
の
方
に
一
日
の
長
が
あ

る
と
い
は
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
ふ
」。

　

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
応
答
に
接
し
、「
は
し
な
く
も
万
邦
無
比
の
国
体
を
戴
き
乍

ら
、
而
も
恩
寵
に
な
れ
て
忠
節
の
誠
足
ら
ず
、
十
全
に
国
力
を
発
揮
し
え
ざ
る
日
本

国
民
の
重
罪
に
対
す
る
一
つ
の
目
覚
め
」
が
起
こ
り
、
会
場
の
「
全
員
は
沈
思
に
入

つ
た
」。
だ
が
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
が
下
山
し
た
後
、
中
枢
メ
ン
バ
ー
の
小
田
村
寅
二
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郎
総
参
謀
が
次
の
よ
う
に
「
絶
叫
」
す
る（

11
（

。

「
諸
君
！　

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
伯
の
言
葉
を
一
体
何
と
思
ふ
か
。
原
理
ら
し

い
原
理
も
な
い
ド
イ
ツ
す
ら
も
が
国
家
威
力
の
実
現
に
向
っ
て
斯
く
の
如
き

死
闘
を
試
み
つ
ゝ
あ
る
、
独
ソ
戦
を
思
へ
！　

然
る
に
日
本
の
現
状
は
何
で

あ
る
か
。
蹶
起
す
べ
き
時
は
正
に
今
で
あ
る
。
非
常
時
な
ど
ゝ
い
ふ
言
葉
で

は
到
底
表
現
し
得
な
い
曠
古
の
危
機
が
現
前
し
て
を
る
。
一
ド
イ
ツ
人
に
た

し
な
め
ら
れ
る
様
な
浅
間
し
い
事
態
を
惹
起
し
た
の
は
誰
で
あ
る
か
、
全
国

民
共
に
負
ふ
べ
き
責
務
で
あ
る
。
此
の
合
宿
が
如
何
に
重
大
な
意
義
を
持
つ

も
の
で
あ
る
か
再
思
三
省
せ
ら
れ
よ
。
予
期
以
上
の
奇
蹟
的
効
果
を
収
め
ね

ば
な
ら
ぬ
所
以
も
茲
に
あ
る
の
だ
」。

　

小
田
村
の
絶
叫
を
受
け
、
参
加
者
の
「
四
百
の
眼
は
一
斉
に
東
方
へ
注
が
れ

た
」。
午
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
自
由
討
論
は
、「
隊
長
は
じ
め
参
謀
ま
で
本
部
員
総
出

動
で
」
夜
半
に
な
っ
て
も
興
奮
冷
め
や
ら
ず
続
け
ら
れ
た
と
い
う（

11
（

。

　

そ
し
て
、
合
宿
を
通
し
た
「
訓
練
」
の
総
合
成
果
と
し
て
全
一
二
項
目
が
挙
げ
ら

れ
る
な
か
、
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い

る（
11
（

。
「
十
一
、
独
逸
文
化
使
節
デ
ユ
ル
ク
ハ
イ
ム
伯
を
招
請
し
日
独
文
化
提
携
の

講
義
を
煩
は
し
た
所
、
日
本
国
体
信
順
の
意
志
に
新
鮮
に
し
て
鋭
烈
な
感
覚

を
喚
起
せ
し
め
る
事
が
出
来
た
事
」。

　

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
は
、「
世
界
文
化
形
成
」
の
新
使
命
の
下
に
、
全
一
体
的
な
原

理
を
持
つ
日
本
と
ド
イ
ツ
が
提
携
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
説
い
た
が
、
日
本
主

義
学
生
に
は
、
両
国
の
精
神
的
提
携
の
可
否
よ
り
も
、
原
理
を
発
揚
し
実
行
に
移

す
国
家
威
力
の
弱
さ
を
ド
イ
ツ
人
に
指
摘
さ
れ
た
事
が
、
屈
辱
感
と
共
に
最
も
衝
撃

的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
言
説
は
、
日
本
主
義
学
生
に
と
っ
て

は
、
理
解
し
歩
み
寄
る
も
の
で
は
な
く
、「
原
理
ら
し
い
原
理
も
な
い
」
ド
イ
ツ
を

踏
み
台
に
し
て
日
本
精
神
の
神
聖
さ
を
再
確
認
し
、「
惟
神
の
道
」
の
実
践
へ
と
奮

起
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
ず
、
学
生
運
動
の
使
命
感
を
覚
醒
さ
せ
参
加
学
生
ら

を
蹶
起
さ
せ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　

５　

お
わ
り
に

　

学
徒
大
会
と
合
同
野
営
は
、
独
ソ
開
戦
に
よ
っ
て
自
由
な
行
き
来
が
困
難
に
な

り
、
日
独
間
の
文
化
交
換
事
業
が
徐
々
に
縮
小
に
向
か
う
な
か
、「
時
節
柄
意
義
深

き
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
内
の
ド
イ
ツ
人
学
徒
を
寄
せ
集
め
て
日
本
人
学
徒

と
交
流
さ
せ
、
相
互
認
識
を
深
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
学
徒
大
会
は
地
味
か

つ
実
質
的
な
学
術
交
流
を
目
指
し
て
い
た
が
、
合
同
野
営
は
両
国
学
徒
の
「
緊
密
な

共
同
作
業
」
を
象
徴
的
に
報
じ
、
彼
ら
の
力
強
い
結
合
を
極
め
て
政
治
的
・
儀
礼
的

に
演
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
戦
時
下
で
の
日
独
学
徒
交
流
の
現
場

に
お
い
て
、
特
に
一
九
四
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
両
国
の
精
神
的
提
携
論
が
果

た
し
た
機
能
に
つ
い
て
は
、
本
稿
を
通
し
て
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
一
回
日
独
学
徒
大
会
で
は
、
鹿
子
木
に
よ
っ
て
日
本
精
神
と
ナ
チ
ズ
ム
と
の
間

の
「
相
異
点
」
が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
神
聖
な
問
題
に
関
す
る
質
問
を
忌
避
し

沈
黙
裡
に
敬
意
を
表
す
べ
き
と
の
自
然
発
生
的
な
同
調
圧
力
が
生
じ
議
論
の
場
は
い

わ
ば
思
考
停
止
に
陥
っ
た
。
合
同
野
営
で
は
、
徹
底
し
た
相
互
主
義
で
双
方
の
青
年

学
徒
の
姿
を
讃
え
合
っ
た
が
、
そ
う
し
た
相
手
国
学
徒
の
姿
は
、
総
力
戦
体
制
下
で

求
め
ら
れ
る
銃
後
の
模
範
的
国
民
像
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
国
民
に
対
す
る
教
化
宣
伝
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を
意
識
し
た
言
説
空
間
の
中
で
消
費
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
も
女
子
班
の
溝
島
孝
野

が
、
ド
イ
ツ
人
学
徒
と
の
交
流
を
通
じ
て
痛
感
し
た
「
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、
日

本
人
と
し
て
の
責
務
」
は
、
同
時
期
の
日
本
主
義
学
生
の
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
に
対
す

る
過
剰
反
応
と
相
似
形
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

日
本
主
義
的
学
生
運
動
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
小
田
村
は
、
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム

の
講
演
の
主
題
で
あ
る
「
相
提
携
す
る
日
独
両
国
家
」
の
新
使
命
に
で
は
な
く
、

日
本
精
神
に
劣
る
「
原
理
ら
し
い
原
理
も
な
い
」「
一
ド
イ
ツ
人
」
学
者
に
日
本
の

国
家
威
力
の
弱
さ
に
つ
い
て
意
見
さ
れ
た
こ
と
に
、
激
し
い
屈
辱
感
を
露
わ
に
し
、

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
言
葉
は
学
生
運
動
の
蹶
起
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
す
る
激
励
で
あ

る
と
甚
だ
し
い
曲
解
を
呈
し
た
。

　

学
徒
大
会
と
合
同
野
営
、
そ
し
て
同
時
期
の
日
本
主
義
学
生
た
ち
の
全
国
合
同
合

宿
に
お
い
て
、
日
本
人
学
徒
が
ド
イ
ツ
人
学
徒
と
接
し
た
と
き
に
見
せ
た
思
考
停
止

と
使
命
感
の
喚
起
は
、
二
つ
の
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
戦
時
下
に
お
け
る
日
独
の
精
神
的
提
携
論
に
関
し
、
そ
れ
を
突
き
詰
め

て
い
く
と
思
考
停
止
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
限
界
点
が
、
ま
だ
政
治
的
軍
事

的
側
面
に
お
い
て
も
両
国
の
更
な
る
結
束
が
期
待
さ
れ
て
い
た
三
国
同
盟
成
立
直
後

の
段
階
で
既
に
見
え
始
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
提
携
論
者
は
、
そ
う
し
た
精
神
論

を
両
国
の
提
携
を
下
支
え
す
る
た
め
に
必
要
な
知
的
資
源
と
し
て
提
供
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
際
の
交
流
の
場
で
は
信
仰
と
見
做
さ
れ
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
。
知
識
や
理
屈
よ
り
も
身
体
的
な
規
律
正
し
さ
や
純
真
性
を
求
め
る
反
知
性
主
義

的
な
姿
勢
、「
世
界
新
秩
序
」
を
担
う
両
国
の
「
若
い
国
民
」
の
自
覚
と
使
命
感
と

い
っ
た
共
通
項
を
見
せ
な
が
ら
も
、
精
神
的
提
携
論
を
め
ぐ
る
議
論
は
現
実
的
な
提

携
と
は
程
遠
い
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
目
的
に
即
し
た
消
費
へ
と
閉
じ
籠
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
裏
を
返
せ
ば
、
日
独
の
精
神
的
提
携
論
は
同
床
異
夢
を
暗
黙
の
前
提
と
し
、

理
屈
を
突
き
詰
め
ず
思
考
を
停
止
し
身
体
的
に
感
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
成
立

可
能
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
学
者
や
学
徒
が
交
流
す
る
現
場
で
見
ら
れ
た
集
団

的
な
思
考
停
止
は
、
両
国
の
精
神
的
提
携
の
抑
制
装
置
で
あ
っ
た
と
同
時
に
維
持
装

置
で
も
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、「
他
者
」
で
あ
る
ド
イ
ツ
人
と
の
交
流
と
そ
こ
で
の
反
応
を
通
じ
て
、

硬
直
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
様
態
が
逆
照
射
さ
れ
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
と
相
対
し
た
日
本
主
義
学
生
た
ち
は
、「
他
者
」
を
自
ら

の
運
動
目
的
や
使
命
の
中
に
自
己
本
位
に
位
置
づ
け
、
よ
り
一
層
自
ら
が
信
奉
す
る

原
理
の
中
に
閉
じ
籠
り
硬
直
し
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
た
。
日
独
学
徒
交
流
の
場
面
で

見
ら
れ
た
、
親
善
理
解
と
は
程
遠
い
内
向
き
で
閉
鎖
的
な
反
応
を
、
同
時
代
的
な
文

脈
に
お
い
て
理
解
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
と
の
連
動

性
と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
検
証
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
絶
対
的
な
信
仰
と
化
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
と
、

そ
れ
に
直
面
し
た
信
奉
者
ら
が
反
射
的
に
硬
直
し
過
激
化
し
て
い
く
過
程
、
換
言
す

れ
ば
「
他
者
」
と
の
交
流
を
通
し
て
「
自
己
」
を
確
認
、
再
構
築
し
て
い
く
過
程
が

明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

注

（
1
） 

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
終
戦
に
至
る
ま
で
の
日
独
間
の
文
化
交
換
事
業
に
関
す

る
個
別
事
例
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
体
系
的
な
研
究
書
と
し
て
は
、
一
〇

年
代
後
半
か
ら
四
五
年
ま
で
の
各
種
文
化
事
業
の
展
開
を
網
羅
的
に
紹
介
し
た

B
ieber, H

ans-Joachim
, SS und Sam

urai (M
ünchen, 2014)

と
、
三
〇
年
代
半
ば

か
ら
四
〇
年
代
前
半
の
日
独
文
化
交
流
事
業
の
進
展
を
政
治
外
交
政
策
と
の
相
互

連
関
性
に
着
目
し
て
検
証
し
た
清
水
雅
大
『
文
化
の
枢
軸
：
戦
前
日
本
の
文
化
外

交
と
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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（
2
） 

明
治
維
新
後
、
お
雇
い
外
国
人
の
受
け
容
れ
や
法
制
度
・
軍
事
技
術
の
導
入
な
ど

を
通
し
て
構
築
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
師
弟
関
係
」
に
端
を
発
す
る
両
国
の
学
術
交

流
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の
学
界
に
対
す
る
日
本
の
大

学
・
財
界
か
ら
の
資
金
援
助
、
大
学
間
の
学
生
や
図
書
の
交
換
な
ど
、
民
間
団
体

や
大
学
関
係
者
が
牽
引
す
る
形
で
「
相
互
的
な
交
流
」
へ
と
発
展
し
た
。Friese, 

Eberhard,“W
ir brauchen den A

ustausch geistiger G
üter!” in: B

renn, W
olfgang 

/ G
oerke, M

arie-Luise (hrsg.), Berlin-Tokyo im
 19. und 20. Jahrhundert, 

B
erlin, 1997.

（
藤
野
哲
子
・
関
川
富
士
子
に
よ
る
対
訳
あ
り
。）
三
〇
年
代
半
ば

に
両
国
関
係
が
緊
密
化
す
る
と
、
官
民
一
体
型
の
運
営
に
よ
る
実
施
体
制
の
組
織

化
と
事
業
拡
充
が
促
進
さ
れ
て
い
く
。

（
3
） 

こ
の
時
期
の
国
際
文
化
振
興
会
の
活
動
に
関
し
て
は
、
芝
崎
厚
士
『
近
代
日
本

と
国
際
文
化
交
流
：
国
際
文
化
振
興
会
の
創
設
と
展
開
』（
有
信
堂
高
文
社
、

一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
4
） 

少
壮
教
授
交
換
事
業
は
、
一
年
間
以
上
に
わ
た
り
計
画
が
進
め
ら
れ
、
実
現
直
前

ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
も
の
の
、
独
ソ
戦
開
戦
な
ど
の
理
由
に
よ
り
挫
折
し
た
。

（
5
） 

ナ
チ
党
支
部
で
あ
る
国
民
社
会
主
義
ド
イ
ツ
学
生
連
盟
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
ｔ
Ｂ

（N
ationalsozialistischen D

eutschen Studentenbund

）
と
地
方
学
生
団
の
組
合

連
合
で
あ
る
ド
イ
ツ
学
生
団
Ｄ
Ｓ
ｔ
（D

eutschen Studentenschaft

）
間
の
権
力

闘
争
を
収
束
さ
せ
る
た
め
、
一
九
三
六
年
一
一
月
に
副
総
統
Ｒ
・
ヘ
ス
が
創
設
し

た
組
織
。
全
国
の
大
学
・
専
門
学
校
の
学
生
指
導
を
主
眼
に
、
学
生
生
活
や
研

究
職
斡
旋
、
職
業
訓
練
・
職
業
教
育
を
管
理
し
、
指
導
者
原
理
（Führerprinzip

）

に
従
っ
て
地
方
の
学
生
指
導
者
が
組
織
的
に
指
令
を
与
え
た
。
ア
ド
ル
フ
・

シ
ェ
ー
ル
『
独
逸
国
学
生
指
導
部
：
独
逸
学
生
の
事
業
と
組
織
』
日
独
文
化
協

会
、
一
九
四
〇
年
。

（
6
） B

ieber, a.a.O
., S.747-750.

（
7
） 

葉
照
子
「
一
九
三
〇
～
四
〇
年
代
の
日
独
緊
密
化
と
鹿
子
木
員
信
」『
西
洋
史
学

論
集
』
第
三
七
号
、
一
九
九
九
年
、
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
。

（
8
） 

田
野
大
輔
「
余
暇
の
枢
軸
：
世
界
厚
生
会
議
と
日
独
文
化
交
流
」『
ゲ
シ
ヒ
テ
』

第
二
号
、
二
〇
〇
九
年
、
同
「
日
本
の
歓
喜
力
行
団
：
厚
生
運
動
と
日
独
相
互
認

識
」『
甲
南
大
学
紀
要
』
文
学
篇
第
一
六
一
号
、
二
〇
一
一
年
。

（
9
） 

清
水
、
前
掲
書
、
一
六
五
～
二
〇
五
頁
。

（
10
） 

竹
内
洋
・
佐
藤
卓
己
編
『
日
本
主
義
的
教
養
の
時
代
：
大
学
批
判
の
古
層
』
柏
書

房
、
二
〇
〇
六
年
。

（
11
） 

東
京
帝
大
法
学
部
学
生
の
小
田
村
寅
二
郎
が
矢
部
貞
治
の
講
義
を
批
判
し
学
風
改

革
を
訴
え
る
論
文
を
提
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
帝
大
側
が
無
期
限
停
学
処
分
を
下

し
た
事
件
。

（
12
） 

日
本
主
義
学
生
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
井
上
義
和
『
日
本
主
義
と
東
京
大

学
：
昭
和
期
学
生
思
想
運
動
の
系
譜
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
13
） 

井
上
、
前
掲
書
、
一
二
五
～
一
二
九
頁
。

（
14
） 

竹
内
洋
ほ
か
編
『
蓑
田
胸
喜
全
集
』
全
七
巻
、
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
井
上
義

和
・
打
越
孝
明
・
占
部
賢
志
編
『
復
刻
版　

日
本
主
義
的
学
生
思
想
運
動
資
料
集

成
』
全
九
巻
、
柏
書
房
、
二
〇
〇
七
年
。

（
15
） 

竹
内
・
佐
藤
編
、
前
掲
書
、
植
村
和
秀
『「
日
本
」
へ
の
問
い
を
め
ぐ
る
闘
争
：

京
都
学
派
と
原
理
日
本
社
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
井
上
、
前
掲
書
な
ど
。

（
16
） 

日
本
側
と
ド
イ
ツ
側
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
学
生
の
間
で
も
、
交
流
す
る
に
あ
た
っ
て

は
当
然
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は

日
本
側
の
事
業
運
営
者
お
よ
び
参
加
者
の
視
点
に
焦
点
を
絞
る
。
ド
イ
ツ
側
の
視

点
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
17
） 

総
力
戦
体
制
下
に
お
い
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
「
思
想
戦
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、

代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
赤
澤
史
朗
『
近
代
日
本
の
思
想
動
員
と
宗
教
統
制
』
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（
校
倉
書
房
、
一
九
八
五
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
佐
藤
卓
己
『
フ
ァ
シ
ス

ト
的
公
共
性
：
総
力
戦
体
制
の
メ
デ
ィ
ア
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
に

お
け
る
以
下
の
指
摘
は
、
本
稿
の
問
題
視
角
を
設
定
す
る
上
で
大
い
に
示
唆
的
で

あ
っ
た
。「
重
要
な
こ
と
は
、
対
外
文
化
政
策
が
日
本
社
会
で
強
調
さ
れ
る
時
期

に
は
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
お
け
る
危
機
感
、
な
い
し
は
国
力
衰
退
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
た
時
期

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
対
外
文
化
政
策
は
あ
り
の
ま
ま
の
自
己
表
出

と
い
う
以
上
に
、
過
大
な
効
果
を
狙
っ
た
自
己
演
出
と
し
て
企
図
さ
れ
が
ち
だ
っ

た
」（
二
五
七
頁
）。

（
18
） 

「
日
独
文
化
連
絡
協
議
会
第
三
回
会
合
議
事
要
録
」
外
務
省
記
録
「
本
邦
ニ

於
ケ
ル
協
会
及
文
化
団
体
関
係
雑
件
／
日
独
文
化
連
絡
協
議
会
関
係
」
第
一

巻
（I. 1. 10. 0. 2-21/ JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
以
下
略
）R

ef. 

B
04012425700

）。

（
19
） 

同
前
。

（
20
） 

資
料
番
号
七
一
三
「
日
独
学
徒
大
会
準
備
小
委
員
会
決
議
並
ビ
ニ
確
認
事
項
」
荒

木
光
太
郎
文
書
（
名
古
屋
大
学
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
情
報
資
料
室
所
蔵
）。

（
21
） 

こ
の
時
期
の
日
独
文
化
協
会
は
、
外
務
省
と
文
部
省
（
お
よ
び
一
九
四
一
年
以
降

は
情
報
局
）
か
ら
補
助
金
を
獲
得
し
、
ド
イ
ツ
人
日
本
文
化
研
究
者
に
対
す
る
仲

介
業
務
（
資
料
提
供
、
研
究
所
紹
介
、
見
学
旅
行
の
便
宜
供
与
、
座
談
会
開
催

等
）、
日
独
交
換
学
生
・
交
換
教
授
・
フ
ン
ボ
ル
ト
給
費
生
の
派
遣
、
懸
賞
大
会

（
懸
賞
論
文
大
会
・
室
内
楽
作
曲
大
会
・
ド
イ
ツ
語
翻
訳
懸
賞
募
集
）
開
催
、
研

究
資
料
の
収
集
と
翻
訳
出
版
、
日
本
文
化
に
関
す
る
講
演
会
や
祝
賀
会
の
開
催
な

ど
を
行
っ
て
い
た
。『
財
団
法
人
日
独
文
化
協
会
昭
和
十
五
年
度
事
業
報
告
』
日

独
文
化
協
会
、
一
九
四
一
年
。

（
22
） 

一
九
四
一
年
七
月
八
日
付
日
独
文
化
協
会
発
外
務
省
条
約
局
長
（
松
本
俊
一
）
宛

電
信
、
外
務
省
記
録
「
本
邦
ニ
於
ケ
ル
協
会
及
文
化
団
体
関
係
雑
件　

日
独
文
化

協
会
関
係
」（I. 1. 10. 0. 2-22/ JA

C
A

R
 R

ef. B
04012434000

）。
外
務
省
欧
亜
局

長
（
坂
本
瑞
男
）
宛
電
信
（
同
内
容
）
あ
り
。

（
23
） 

「
日
独
青
年
学
徒
山
中
湖
畔
合
同
野
営
要
項
」（JA

C
A

R
 R

ef. B
04012434000

）。

（
24
） 

一
九
四
一
年
七
月
一
四
日
付
外
務
省
条
約
局
長
（
松
本
俊
一
）
発
日
独
文
化
協
会

理
事
長
（
井
上
三
郎
）
宛
電
信
「（
日
独
青
年
学
徒
山
中
湖
畔
合
同
野
営
に
付
外

務
省
後
援
名
儀
許
可
ノ
件
）」（JA

C
A

R
 R

ef. B
04012434000

）。

（
25
） 

「
昭
和
十
六
年
度
収
支
決
算
書
」(JA

C
A

R
 R

ef. B
04012434000

）。

（
26
） 

前
掲
「
日
独
青
年
学
徒
山
中
湖
畔
合
同
野
営
要
項
」（JA

C
A

R
 R

ef. 

B
04012434000

）。

（
27
） 

「
篝
火
に
映
ゆ
〝
枢
軸
調
〟
／
湖
畔
に
日
独
学
徒
野
営
」『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
四
一
年
七
月
二
五
日
朝
刊
第
五
面
。

（
28
） 

「
日
独
文
化
連
絡
協
議
会
第
六
回
会
合
議
事
要
録
」（JA

C
A

R
 R

ef. 

B
04012425700

）。

（
29
） 

前
掲
「
篝
火
に
映
ゆ
〝
枢
軸
調
〟
／
湖
畔
に
日
独
学
徒
野
営
」。

（
30
） 

同
前
。

（
31
） 

「
湖
畔
の
夜
／
枢
軸
和
楽
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
七
月
二
六
日
朝
刊
第

五
面
。

（
32
） 

「
融
け
合
っ
た
五
日
間
／
日
独
若
人
野
営
の
収
穫
を
語
る
」『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
四
一
年
七
月
二
八
日
朝
刊
第
五
面
。

（
33
） 
本
節
は
、
主
に
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
準
備
委
員
会
「
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
並

ニ
独
逸
国
学
生
指
導
部
代
表
招
致
事
業
概
要
」（
一
九
四
〇
年
、
以
下
「
事
業
概

要
」）、
及
び
荒
木
光
太
郎
編
『
日
独
文
化
の
交
流
：
日
独
学
徒
大
会
研
究
報
告
』

（
日
独
文
化
協
会
、
一
九
四
一
年
）
に
依
拠
す
る
。
前
者
は
、
学
徒
大
会
の
概
要

と
講
演
の
要
約
、
質
疑
応
答
、
訪
日
学
徒
団
の
旅
行
行
程
な
ど
を
記
録
し
た
関
係



ゲシヒテ第 12号　16

ム
」
教
授
関
係
及
「
ヘ
ル
フ
ェ
リ
ヒ
」
関
係
」
外
務
省
記
録
「
本
邦
各
国
間
文
化

交
換
関
係
雑
件
／
日
、
独
国
間
ノ
部
」
第
二
巻
（I.1.1.0.1_3_002/ JA

C
A

R
 R

ef. 

B
04011340800

）。

（
38
） 

デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
に
関
し
て
は
、
没
後
す
ぐ
に
は
哲
学
者
や
日
本
文
化
紹
介
者
と

し
て
戦
後
の
功
績
を
賞
賛
す
る
伝
記
的
著
述
が
数
多
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
よ
う
や
く
ナ
チ
政
権
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
実
証
的
検
証
が
加
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
以
下
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
に
関
す
る
主
要
な
文
献

と
研
究
論
文
を
挙
げ
る
。G

erhard W
ehr, K

arlfried G
raf D

ürckheim
, H

erder, 

Freiburg, 1996; A
lphonse G

oettm
ann, D

ialogue on the Path of Initiation: 

The Life and Thought of K
arlfried G

raf D
ürckheim

, N
ottingham

 Publishing, 

1998; K
arl B

aier, “A
 Zen N

azi in W
artim

e Japan”: Part I-III. The Asia-Pacific 

Journal: Japan Focus, In-depth critical analysis of the forces shaping the 

Asia-Pacific…
 and the w

orld, Vol.11, 2013 - Vol.12, 2014; B
ieber, a.a.O

.; 

A
ndree M

itzner, K
arlfried G

raf D
ürckheim

: M
ystiker des 20. Jahrhunderts 

im
 Spannungsfeld zw

ischen O
st und W

est. N
ovalis Verlag, Steinbergkirche-

N
eukirchen, 2017. 

日
本
で
は
松
下
た
え
子
の
論
稿
が
唯
一
存
在
す
る
が
、
記
述

の
多
く
を
ヴ
ェ
ー
ア
の
伝
記
（W

ehr, a.a.O
.

）
に
依
拠
し
て
い
る
（
松
下
「
カ
ー

ル
フ
リ
ー
ト
・
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
の
場
合
：
異
文
化
と
の
出
合
い
と
体
現
を
め

ぐ
っ
て
」『
成
蹊
大
学
経
済
学
部
論
集
』
第
二
四
巻
一
号
、
一
九
九
三
年
）。

（
39
） Ehm

cke, Franziska / Pantzer, Peter (hrsg.), G
elebte Zeitgeschichte. Alltag von 

D
eutschen in Japan 1923-1947, M

ünchen, 2000, S.51. 

邦
訳
は
、
上
田
浩
二
・

荒
井
訓
『
戦
時
下
日
本
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
九

～
一
五
〇
頁
）
に
拠
る
。

（
40
） 

「
事
業
概
要
」
三
八
～
三
九
頁
。
な
お
第
一
回
日
独
学
徒
大
会
の
鹿
子
木
の
講
演

に
つ
い
て
は
、
葉
が
荒
木
編
『
日
独
文
化
の
交
流
』
に
依
拠
し
て
言
説
分
析
を

者
向
け
報
告
書
で
あ
る
。
一
方
後
者
は
、
大
会
の
翌
年
に
講
演
原
稿
を
一
般
向
け

に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
所
収
さ
れ
て
い
る
鹿
子
木
の
講
演
は
、
当

日
の
ド
イ
ツ
語
講
演
の
み
を
荒
木
が
速
記
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
、「
事
業
概
要
」

に
掲
載
さ
れ
た
講
演
内
容
を
大
幅
に
修
正
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
両
史
料
の
性

質
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
「
事
業
概
要
」
を
主
な
引
用
元
と
す
る
。

（
34
） 

「
東
西
の
権
威
起
ち
論
戦
白
熱
化
／
日
独
学
徒
大
会
第
六
日
〔
マ
マ
〕」『
山
梨
日

日
新
聞
』
一
九
四
〇
年
四
月
二
一
日
第
三
面
。
新
聞
報
道
で
は
開
会
式
の
翌
日
を

第
一
日
目
と
換
算
し
て
い
た
た
め
、「
事
業
概
要
」
と
日
程
換
算
に
ズ
レ
が
生
じ

て
い
る
。

（
35
） 

葉
照
子
「
第
一
次
大
戦
後
の
日
独
関
係
修
復
過
程
に
お
け
る
文
化
交
流
史
的
一
側

面
：
鹿
子
木
員
信
を
め
ぐ
っ
て
」『
九
州
ド
イ
ツ
文
学
』
第
一
二
号
、
一
九
九
八

年
。

（
36
） 

鹿
子
木
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
は
以
下
を
参
照
。
宮
本
盛
太
郎
『
宗
教
的
人

間
の
政
治
思
想
：
安
部
磯
雄
と
鹿
子
木
員
信
の
場
合
』
木
鐸
社
、
一
九
八
四
年
、

船
山
信
一
『
大
正
哲
学
史
研
究
（
船
山
信
一
著
作
集
第
七
巻
）』
こ
ぶ
し
書
房
、

一
九
九
九
年
、
葉
照
子
「
鹿
子
木
員
信
に
お
け
る
日
本
精
神
と
ナ
チ
ズ
ム
」
望
田

幸
男
編
『
近
代
日
本
と
ド
イ
ツ
：
比
較
と
関
係
の
歴
史
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
七
年
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｗ
・
Ａ
・
ス
ピ
ル
マ
ン
『
近
代
日
本
の
革
新

論
と
ア
ジ
ア
主
義
：
北
一
輝
、
大
川
周
明
、
満
川
亀
太
郎
ら
の
思
想
と
行
動
』
芦

書
房
、
二
〇
一
五
年
。

（
37
） 

一
度
目
の
来
日
に
関
し
て
は
本
国
に
帰
国
す
る
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
新
聞
で
報

じ
ら
れ
て
い
る
。「
聖
戦
の
糧
〝
団
結
〟
／
ニ
ッ
ポ
ン
精
神
を
掴
み
に
来
朝
し
た

独
教
育
家
／
半
歳
の
収
穫
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
八
年
一
二
月
一
九
日
朝
刊
第

七
面
。
一
九
四
〇
年
の
二
度
目
の
来
日
に
関
す
る
日
本
側
行
政
記
録
は
「
一
．

日
独
交
換
教
授
関
係
（
三
）
独
国
人
関
係 

〈
一
一
〉「
デ
ュ
ル
ワ
〔
マ
マ
〕
ハ
イ
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評
／
ナ
チ
ス
文
献　

執
筆
態
度
に
疑
義
／
大
串
兎
代
夫
」『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
四
一
年
八
月
一
一
日
朝
刊
第
三
面
な
ど
。

（
54
） W

ehr, a.a.O
., S.120.

（
55
） 

久
保
田
貞
蔵
「
雑
誌
評　
『
公
論
』」『
学
生
生
活
』
一
九
四
〇
年
一
〇
月
特
別

号
、
六
四
頁
、「
巻
頭
言　

学
生
運
動
の
新
展
望
」『
学
生
生
活
』
一
九
四
一

年
一
月
二
月
特
輯
号
、
四
～
五
頁
、
神
原
正
之
「
教
育
の
危
機
」『
新
指
導
者
』

一
九
四
一
年
四
月
号
、
四
一
～
四
二
頁
、
夜
久
正
雄
「
国
民
精
神
崩
壊
の
危
機
」

『
新
指
導
者
』
一
九
四
一
年
五
月
号
、
一
八
～
二
五
頁
、「
巻
頭
言　

学
術
再
編

成
：
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
伯
に
敬
呈
す
」『
新
指
導
者
』
一
九
四
一
年
七
月
号
、
二

～
五
頁
。

（
56
） 

南
波
、
前
掲
「
意
志
の
動
員
」
七
四
～
七
五
頁
。

（
57
） 

同
前
、
七
五
頁
。

（
58
） 

同
前
、
七
五
～
七
六
頁
。

（
59
） 

同
前
、
七
六
頁
。

（
60
） 

同
前
、
七
〇
頁
。

（
や
ま
も
と　

あ
き
こ
・
慶
應
義
塾
大
学
後
期
博
士
課
程
）

行
っ
て
い
る
が
、「
事
業
概
要
」
に
記
録
さ
れ
た
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
、
管
見

の
限
り
未
だ
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

（
41
） 

「
事
業
概
要
」
三
九
～
四
〇
頁
。

（
42
） 

同
前
、
四
〇
頁
。

（
43
） 

荒
木
編
『
日
独
文
化
の
交
流
』
で
は
、
鹿
子
木
の
講
演
内
容
か
ら
「
重
要
な
相
異

点
」
の
指
摘
が
削
ら
れ
て
い
る
。

（
44
） 

前
掲
「
融
け
合
っ
た
五
日
間
／
日
独
若
人
野
営
の
収
穫
を
語
る
」。

（
45
） 

「
ド
イ
ツ
大
使
館
文
化
部
長
〔
シ
ュ
ル
ツ
ェ
〕
秘
書
」
と
の
記
録
あ
り
。
前
掲

「
篝
火
に
映
ゆ
〝
枢
軸
調
〟
／
湖
畔
に
日
独
学
徒
野
営
」。

（
46
） 

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
三
年
の
学
生
。
前
掲
「
日
独
青
年
学
徒
山
中
湖
畔
合
同

野
営
要
項
」（JA

C
A

R
 R

ef. B
04012434000

）。

（
47
） 

「
日
本
体
育
専
門
学
校
女
子
部
教
授
」
と
の
記
録
あ
り
。
前
掲
「
篝
火
に
映
ゆ

〝
枢
軸
調
〟
／
湖
畔
に
日
独
学
徒
野
営
」。

（
48
） 

三
井
甲
之
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
片
山
杜
秀
「
原
理
日
本
社
論
の

た
め
に
：
三
井
甲
之
を
中
心
と
す
る
覚
え
書
き
」
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー

編
『
近
代
日
本
研
究
』
第
九
巻
、
一
九
九
三
年
、
同
「
写
生
・
随
順
・
拝
誦
：
三

井
甲
之
の
思
想
圏
」
竹
内
・
佐
藤
編
、
前
掲
書
。

（
49
） 

三
井
甲
之
「『
日
本
主
義
』
の
折
伏
精
神
」『
中
央
文
学
』
一
九
一
八
年
四
月
号
、

三
頁
。

（
50
） 

同
前
、
六
～
七
頁
。

（
51
） 

南
波
恕
一
「
意
志
の
動
員
：
学
生
運
動
霊
戦
史
要
（
二
）」『
新
指
導
者
』

一
九
四
一
年
九
月
号
、
六
八
～
六
九
頁
。

（
52
） 

井
上
、
前
掲
書
、
一
五
五
～
一
五
六
頁
。

（
53
） 

「〝
独
逸
精
神
〟
を
読
む
＝
デ
ュ
ル
ク
ハ
イ
ム
教
授
著
・
橋
本
文
夫
訳
／
早
大
教

授
・
大
江
精
志
郎
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
七
月
二
日
朝
刊
第
五
面
、「
書




